
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年９月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４仙第３７号 

事故等種類 衝突（桟橋） 

発生日時 平成２６年６月１３日 １０時３０分ごろ 

発生場所 山形県酒田市酒田港の第２区の酒田石油基地共同桟橋 

酒田港北防波堤灯台から真方位１１６°４４０ｍ付近 

（概位 北緯３８°５５.７′ 東経１３９°４８.５′） 

事故等調査の経過 平成２６年６月２３日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

油タンカー 裕
ゆ

鷹
たか

丸、６９９トン 

 １３３９７２、大鷹海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船尾外板に凹損及び破口 

桟橋 西端のコンクリートが剝離 

 事故等の経過 本船は、船長ほか５人が乗り組み、船橋で船長が操船し、一等航海

士及び甲板手２人を船首部に、一等機関士を船尾部にそれぞれ配置

し、タグボート１隻に右舷船首部を引かせて入船左舷着けしていた酒

田石油基地共同桟橋（以下「本件桟橋」という。）南側から離桟作業

を開始した。 

本船は、西南西風及びうねりに圧流され、左舷船尾部が本件桟橋に

接近する状況となったので、船長がタグボートを停止させ、機関及び

舵を使用して衝突を回避しようとしたものの、平成２６年６月１３日

１０時３０分ごろ左舷船尾部が本件桟橋に衝突した。 

本船は、損傷状況が確認された後、自力航行で酒田港第３区の宮
みや

海
うみ

岸壁に着岸した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 西南西、風速 約１１m/s（最大瞬間風速

約１８m/s）、視界 良好 

海象：うねり波高 約１.０ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

酒田市には、６月１２日２２時２６分に強風注意報が発表され、本

事故当時は継続中であった。 

 その他の事項  本船の喫水は、船首約３.２ｍ、船尾約４.２ｍであった。 

 船長は、本船で本件桟橋に離着桟した経験が約５回あり、ふだんは

タグボートを使用せずに離着桟を行っていたが、本事故当日の離桟

前、風速が約１３m/s であったので、タグボートを要請した。 



 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

なし 

あり 

本船は、酒田港第２区の本件桟橋から離桟作業中、風速約１８m/s

の西南西風及びうねりに圧流されたことから、左舷船尾部が本件桟橋

に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、酒田港第２区の本件桟橋から離桟作業中、風速

約１８m/s の西南西風及びうねりに圧流されたため、左舷船尾部が本

件桟橋に衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・風下側の桟橋から離桟する場合、風やうねりに圧流されて桟橋に

衝突するおそれがあるので、主機、舵、錨、タグボート等を適切

に使用して慎重な操船に努めること。 

 


